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この動画で話すこと

• 受診するということの心理的ハードル

～みんな抵抗に感じることは似ています

• 受診理由

～みんな何がきっかけで受診しているの？

• この症状は受診すべきです

• こんなことで受診していいの？

～月経前症候群

「女性の健康」がテーマで

婦人科受診に関すること、ということで

該当する症状や悩みがある人だけでなく

自分はいま直接は当てはまらなくても

自分の身近な誰かや

これから出会う誰かのこととして

聴いていただけると嬉しいです



受診するということの心理的ハードル

• 2022年の日本でのインターネット調査*によると、

自身の体の不調を自覚している女性・・・全体の85％以上

⇒そのうち5人に1人はその不調に対して何も対処をしていない

妊娠経験がなく、産婦人科受診を一度もしたことがない女性・・・45％

*「女性を取り巻く心身及び社会課題に関する実態調査2022」（W society実行委員会調べ）
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なぜ受診しないか？
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受診理由
～みんな何がきっかけで受診しているの？

月経のトラブルで受診を
考える人が全体では多く、
月経痛や月経前症候群
に対する治療としてや、
避妊目的でピルを処方
されている人も、諸外国
に比べると低いものの、
一定数います。



この症状は受診すべきです
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不正出血
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過多・過長月経



この症状は受診すべきです

月経不順
不正出血
月経痛
過多・過長月経



この症状は受診すべきです

月経不順
不正出血
月経痛
過多・過長月経





こんなことで受診していいの？



こんなことで受診していいの？



こんなことで受診していいの？

なんか周期的にイライラすることがある

毎月なので仕事の忙しさと重なってる
だけと思ってたけどやる気がなくなる

めちゃくちゃ眠くて集中できないときが
月の半分ぐらいある

生理前にはトラブルになりそうなので人
と会わないようにしている



こんなことで受診していいの？

PMSは、月経周期に伴って分泌されるホルモン
が原因だと言われています。

PMSかも？と思っても、すぐ受診することに抵抗
があるなら、まずは症状が月経周期と関連して
いるか、カレンダーに記録をつけてみましょう。

受診の際にも、記録をもとにその症状や程度に
応じて、必要な治療方法なども相談できます。



“

”

あなたの不調は「こんなこと」ではありません

私も、あなたも、身近な周りにいる誰かも

不調の改善のためなら その相談には価値があります
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